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同位体交換法と熱重量法を組み合わせた手法を用いて(U0.7Pu0.3)O2±x 及び(U0.8Pu0.2)O2±x の酸素自己拡散係

数を測定した。 

キーワード：混合酸化物燃料、拡散係数、同位体交換法、熱重量法 

1. 緒言 

MOX 燃料の焼結挙動、酸化・還元反応及び酸素再分布は燃料中の酸素拡散によって支配されており、これ

らの挙動を評価するためには酸素自己拡散係数が必要となる。しかしながら、MOX 燃料における酸素自己拡

散係数の測定はほとんど報告されていない。従って、本研究では MOX 燃料の酸素自己拡散係数を 18O 同位

体交換法と熱重量法を組み合わせて測定した。 

2. 実験方法 

本試験では、マイクロ波加熱脱硝法よって得た MOX 粉末を原料として、(U0.7Pu0.3)O2及び(U0.8Pu0.2)O2 の組

成を有する焼結ペレットを作製した。酸素自己拡散係数は、熱天秤を用いて 18O 同位体交換反応による重量

変化を測定し、動径拡散モデルの解析解でフ

ィッティングすることで算出した。また、熱

天秤内で酸素・金属（O/M）比を一定に保ち

ながら測定を実施した。 

3. 結果及び考察 

図1に本研究で取得した酸素自己拡散係数

及び文献値[1,2]を併せて示す（(U0.8Pu0.2)O2 の

データは過去に報告済み[3]。）。Vauchy らが

取得した(U0.55Pu0.45)O2 のデータは定比組成

の UO2 及び PuO2 の温度依存性に類似した結

果となっているが、本研究で得られたデータ

の温度依存性は、不定比組成のUO2及びPuO2

のデータに類似した結果を示した。また、

MOX の酸素化学拡散係数は、Pu 含有量の増

加に伴い減少する傾向を示すが[4]、酸素自己

拡散係数については、Pu 含有量に対する依存

性が明確に現れなかった。 
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図 1 酸素自己拡散係数の測定値及び文献値 
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